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自動車技術研究セ ンター長 竹原 伸

宮田 繁春,黄 健,長 谷川 誠,樹 野 淳也,中 村 一美

米原 牧子(特 別研究員)

1.平 成22年 度活動報告

『視界 ・視認性向上に関する研究』～上空カメラを用いて,位 置や視覚情報な どの条件 を

変化 させた実験を行い,駐 車 しやすい位置 について適値 を得た.ま た,通 常の リア ビュー

モニターよ りも操作性 が向上することを実験によって確認 した.

『ボディー系モジュールの システム設計に関する研究』～プ ログラム実装 な しでロボ ッ ト

を作動 させ る装置 を開発 した.ま た制御 プログラムのパ ラメータを変化 させ ることで ロボ

ッ ト作動 を行い,将 来のHILS開 発 に適用可能なシステム となった.ラ ジコン実機モデル

を組 み立て4輪 操舵可能 なモデルに変更 を行い,小 型 コンピュー タを載せて実機での4輪

操舵 を実現 した.MATLABISimulinkを 用いて4輪 操舵可能な車両のモデ リングを行い,

旋回運動 のシ ミュ レーシ ョンを行った.

『ドライバの反応特性 ・生体情報の解析及び知覚情報処理』～ 自動車事故 の原因のほ とん

どは ヒューマ ンエラーによるものである.従 って,自 動車 と ドライバ とのイ ンタフェース

のあ り方 は,で きるだけヒューマンエラーが起 こらないHMIデ ザインであるべ きであるが,

このよ うな観点か らの研究は多 く実施 されていない.そ こで,HMIデ ザインを人間工学的

に評価す るための評価方法の確立に取 り組む とともに,い くつかの操作機器のデザインを

とりあげ,そ の評価を行った.主 な項 目は以下の通 りである.

・ エアコンパネルの視認操作性評価

・ ス ピー ドメー タの視認性評価

・ 振動機能付 きタッチパネルの操作性評価

・ インパネ表面の色感評価

・ 運転時の情報呈示にお ける色情報の有用性評価

『次世代故障診断システム及び信号処理技術による診断方法』～車体 に取 り付け られたナ

ッ トの異常を画像処理技術に より判 定す る研究を行 った.他 車種混入,ノ イズな どを含む

条件 下で,2値 化閾値 の最適化,判 定閾値の最適化を行い,画 像が変化 しても安定 して2値

化,ナ ッ ト有無の判定ができる手法を開発 した.

2.共 同研究

平成22年 度広島県カーエ レク トロニクス開発促進補助金 を うけ,株 式会社 日本 クライメ

イ トシステムズと共同で,『 高機能空調 システムに関す る基礎研究』 を行ってきた.環 境制

御室において,自 動車(Atenza,マ ツダ)の 前面にスク リーン,上 部にプロジェクタ,助 手

席側 にステア リング形状のコン トローラを配置 し,簡 易 ドライ ビングシ ミュレータを設置 し

た.ス ク リー ンに流れ る走行画面 を見てい る被験者に対 して,サ ーモグラフィ(TH9100,

NECAvio赤 外線テ クノロジー)に よる顔面表面温度の計測 を行い,自 動車室内温度お よび

被験者 の官能評価点 との関係 を調べた.

『次世代 コクピッ トに関する研究』では,マ ツダ株式会社 ・株式会社エヌエス ウエス ト

との共同研究 を実施 し,ド ライブシ ミュレー タを活用 して視認性 ・操作性 を客観的に分析

一12一



す る方法 を開発 した.ま た,株 式会社石井表記 とはコックピッ トにおけるタ ッチパネル の

操作性評価 についての共同研 究を行い,操 作盤の大 きさ,色,文 字配列な どが運転 に与え

る影響についての知見を得た.

3.主 要 な 研 究 業 績

(1)論 文

1)ShigeharuMiyata,AkiraYano,HitomiNakamura,ShinTakehara,"Automatic

PathSearchforRovingRobotUsingReinforcementLearning",InternationalJournalof

ResearchandSurveysICICExpressLetters,Vb1.4,No.3(B),June,2010.

2)ShigeharuMiyata,TakashiNakagami,SeiKobayashi,TomojiIzumi,Hisayoshi

Naito,AkiraYano,HitomiNakamura,ShinTakehara,"lmprovementofAdaptive

CruiseControlPerfbrmance",EURASIPJournalonAdvancesinSignalProcessing,

Vblume2010,ArticleID295016.

3)長 谷 川 誠,金 指 正 和,田 中 一 基,片 岡 隆 之,"振 幅 限 定 対 数 ラ ド ン 変 換 を 用 い た 足 跡

画 像 の 照 合",信 学 論,V61.J93-D,No.11,pp.2483-2494,Nov2010.

4)T.Kataoka,K.Tanaka,andM.Hasegawa,"InteractiveModelfbrHumanResource

PlanninginOperatingAGroupofDif£erentCycleTime",The21stIASTED

InternationalConferenceonModellingandSimulation(MS2010),Alberta,Canada,

July2010.

(2)学 会発 表

1)樹 野淳 也,米 原 牧子,中 村 一美,竹 原伸,藤 井 隆志,廣 安 良久,渡 辺秀 樹:ス ピー ド

メー タのサ イ ズの違 い が ドライバ の視 認性 に与 え る影響 につい て,第43回 日本人 間 工学会

中国 ・四 国支部 大会 講演 論文集,pp.30-31,2010-10(広 島).

2)児 玉 貴宏,友 國伸保,黄 健,前 後 輪独 立操 舵 に よ る障 害物 回避,日 本 機械 学会 中国 四

国支部 第49期 講 演 会論 文集,pp.67-68,2011-3(岡 山).

3)高 橋拓 也,米 原 牧子,磯 野宏 秋,杉 林 俊雄:シ ョッ トブ ラス ト加 工 と切 削加 工 のテ ク

スチ ャ比較,日 本塑性 加 工学 会 第61回 塑 性加 工連 合講 演会,pp.423-424,2010-10(山 形).

4)西 村理 紗,吉 沢 健,吉 田 瞬,米 原 牧 子,磯 野宏秋,杉 林 俊雄:シ ョッ トブ ラス ト

加 工 を施 した アル ミニ ウム合 金 と銅合 金 のテ クス チ ャ評 価,日 本 塑性 加 工学会 第61回 塑

性加 工連合 講演 会,pp.421-422,2010-10(山 形).

5)樹 野 淳也,中 村一 美,田 中一基,竹 原 伸:自 動 車イ ンパ ネ の操作 性 に 関す る研 究 一

エ ア コンスイ ッチ の形式 が操 作性 に与 える影響 につ い て 一,日 本 人 間工学 会第51回 大 会講

演集,pp.220-221,2010-06(北 海 道).

6)中 村一 美,樹 野淳也,田 中一基,宮 田繁 春,竹 原伸:運 転 時 のイ ンパ ネ 操作 にお ける

視認 性 評価,日 本 人 間 工学会 第51回 大会 講演集,pp.460-461,2010-06(北 海 道).

7)高 尾文 子,奥 本 泰久,中 村 一美 ほか:高 齢 者 の レッグプ レス負荷 時 の 自律 神経 機 能 と

前額 、鼻頭 温度,日 本サ ーモ ロジー学 会第27回 大 会,2010-7(神 奈 川).

8)中 村一 美:生 体情報 計 測 に よる操 作性 ・快 適性 の評 価 に関す る研 究,第12回 日本 感

性 工学 会,2010-9(東 京).
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9)掛 川裕朗,石 原庸平,上 野宰,水 津俊介,長 谷川誠:自 動車部品製造における外観検

査システムの検討,電 子情報通信学会総合大会学生ポスターセ ッシ ョン,2011-3(東 京).

(3)講 演

1)竹 原 伸:次 世 代 自動車 技術 の研 究 地域 連携 に よる次世 代 自動車 技術 に関す る研 究,

近 畿大 学 リエ ゾ ンセ ンター設 立10周 年記 念 研 究成 果 ・技術 発表 会,マ イ ドー ムお お さか,

2010年11月10日.

2)樹 野淳 也:次 世 代 の 自動 車イ ンパ ネ創 出 のた めのHMI研 究,近 畿 大学 工学 部研 究公

開 フォー ラム,メ ル パル ク広 島,2010年10月29日.

3)竹 原伸:産 学官連 携 に よ る先進 的技術 ニー ズ ・シー ズの マ ッチ ング事 業,近 畿大 学次

世 代基盤 技 術研 究所 の技 術 シー ズ,マ ツダ講 堂,2010年9月17日.

4)樹 野淳 也:次 世 代 の 自動車 イ ンパネ創 出の た めのHMI(ヒ ューマ ン ・マ シ ン ・イ ン

ター フ ェイ ス)研 究,産 学公連 携 フ ェア,広 島市南 区 民文化 セ ン ター,2010年9.月16日.

4.外 部資金獲得

1)科 学研究費補助金(基 盤(C),視 覚 と触知覚の錯覚現象のメカニズムの解明及び人間上

肢運動に及ぼす影響の基礎検討,研 究者:黄 健)

2)委 託研究(自 動車部 品の外観検査に関す る研究,研 究者:長 谷川 誠)他1件

3)寄 附研究(高 機能 ・省動力空調システムに関する基礎研 究,研 究者:中 村一美,米 原

牧子)

4)委 託試験(委 託者:東 広 島商工会議所,次 世代 自動車技術であるHV技 術 の実効性評

価 ・解析,研 究者:竹 原 伸,樹 野淳也,中 村一美,米 原牧子)

5)研 究助成(助 成元:(公 財)三 井住友海上福祉財 団,ブ レー キ灯の仕様が後方車両の

ドライバへ及ぼす影響に関す る研究,2010年 ～2011年,研 究者:樹 野淳也)

5.学 外兼務業務

竹原 伸,ひ ろ しま産業振興機構,平 成22年 度モデルベース開発人材育成研修講師,自

動車技術会,車 両運動性能部門委員会委員長,地 域イ ノベーシ ョン創 出総合支援事業査読

評価委員,研 究成果最適展開支援事業専門委員,高 度組込み ソフ トウェア産業滑石化人材

養成事業推進会議委員,広 島私立大学OSSモ デルカ リキュラム実証外部評価委員

6.そ の他

1)竹 原伸,"機 械 システ ムエ ン ジニア に必要 な要 素 次世 代 メカ設 計者 へ の道 筋",機 械

設 計,第54巻 第8号(2010年8.月 号).

2)米 原牧 子,熊 井真 次,磯 野宏秋,杉 林俊 雄,よ くわか る実験 技術"金 属 表面 のテ クス

チ ャ評 価指 標 一表 面性状 が光 沢度 お よび 表面 色 に及 ぼす影 響 一",実 験 力学,Vo1.11No.1,

pp.59-62.(2011年3月).

3)京 極秀 樹,竹 原 伸,樹 野 淳也,田 端道 彦 ほか:広 島ホー ムテ レ ビDr.キ ャンパ 「近 畿

大 学 工学部 次世 代基 盤技 術研 究所 」,2010年5月29日11:00～11:30放 映.
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